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　本書に記載された内容は，情報の提供だけを目的としています。したがって，本書を用いた運用は，
必ずお客様自身の責任と判断によって行ってください。これらの情報の運用の結果について，技術評論
社および著者はいかなる責任も負いません。
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　また，ソフトウェアに関する記述は，特に断りのないかぎり，2013 年 10 月現在でのバージョンをも
とにしています。ソフトウェアはバージョンアップされる場合があり，本書での説明とは機能内容や画
面図などが異なってしまうこともあり得ます。本書ご購入の前に，必ずバージョン番号をご確認ください。
　以上の注意事項をご承諾いただいた上で，本書をご利用願います。これらの注意事項をお読みいただ
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クは特に記載しておりません。

はじめに
　

楽しい検索の世界へようこそ！

今日，検索を利用しない生活は想像ができないくらいに，身の回りに検索技
術がありふれています。普段，私たちが何気なく検索しているところで，実は
本書で紹介するApache Solr（アパッチソーラー：以下 Solrと記します）の
技術が利用されているかもしれません。

本書はそんな Solrを体系的に解説した書籍となります。Solrは Apache 
Lucene（アパッチルシーン：以下 Luceneと記します）を使って構築されたオー
プンソースの検索エンジンサーバです。Luceneは非常に優れたライブラリで
すが，利用するには Javaのプログラムをたくさん書かなければいけません。
Solrはその手間を解消するためにHTTPでアクセスできるRESTライクなイ
ンタフェースを用意しています。また，インタフェースだけでなく，機能や使
い勝手を向上するしくみがプラスされています。

前回の『Apache Solr入門』の出版から約 3年が経ちました。Lucene/Solr
もバージョンが 4.5.1（2013年 10月現在）となり，前のバージョン（Solr 1.4）
に比べると大量データを扱うためのしくみや位置情報を活用した検索など，機
能が大きく追加変更されています。これは，同様に Luceneをベースとした検
索エンジン ElasticSearchが好敵手として登場しコミュニティが良い形で活性
化されたこと，また，利用の拡大によりさまざまなニーズに対応してきたこと
の結果でしょう。

また，最近では Solrを核としたプロダクトや OSS（Cloudera Searchや
Yokozuna）も登場するなど，Solr理解の重要性がより高まっている状況とい
えます。このように活発なコミュニティに支えられ，さまざまなシステムを支
えるミドルウェアとなりつつある Solrに関して，このたび，ユーザの中でも
特に経験豊かな執筆陣により，改訂版を出版できる運びとなりました。
本書が皆さまの理解に対する一助となることを願っています。

では，また本文でお会いしましょう！

2013年 10月

大谷　純
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